
 

令和７年度コミュニティソーシャルワーク実践研修 
 

 

１ 趣  旨 

 近年、急速な少子高齢化や人口減少、介護や子育てニーズの増大、生活困窮、社会的孤立など、

複雑で多様な課題が増加しております。また、日本全国に新型コロナウイルスが流行してから５

年が経ちますが、その影響により人とのつながりや働き方、人と接する際の意識などが大きく変

わり、地域住民同士の繋がりも希薄化していることから、課題の解決がより難しくなっている傾

向にあります。 

そのような状況の中、住民や様々な機関・団体の連携によるネットワークづくりや、地域住民

による支え合い活動をはじめとするインフォーマルな社会資源開発などを行う人材が求められ

ています。 

本研修は、コミュニティソーシャルワークの基礎的な知識や技法を習得するとともに、地域に

おける包括的な支援体制の構築に向けて、地域福祉関係職員の資質と実践力の向上を目的に実

施します。 

 

２ 主  催  宮城県 

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

 

３ 日  程  【１日目】令和７年９月２日（火）午前１０時３０分から午後４時３０分まで 

        【２日目】令和７年９月３日（水）午前１０時から午後４時３０分まで 

 

４ 会  場  TKP仙台青葉通カンファレンスセンター７階 ホール７B 

        （住所：宮城県仙台市青葉区一番町２－４－１青葉通パークビルディング） 

 

５ 対  象  社会福祉協議会職員、自治体関係者、地域包括支援センター職員、社会福祉法

人職員、自立相談支援機関職員等で、２日間通して参加が可能な方 

※ 地域福祉に興味のある方、地域福祉を学びたい方におすすめです。 

※ 保育関係、教育関係の方も受講可能です。 

 

６ 定  員  ６０名 

※ 申込先着順となり、定員に達した場合、募集を締め切らせていただく場合

があります。 

 

７ 参 加 費  無料 

 

８ 申込方法  下記の申込フォームにて、令和７年８月２２日（金）午後５時までにお申込み

ください。 

URL：https://forms.gle/394pJohumCpVoHSC6 

 

↑こちらからでも 

お申込み可能 

  

https://forms.gle/394pJohumCpVoHSC6


９ 内  容 

【１日目 ９月２日（火）】 

時  間 内  容 

10:00～ 受付 

10:30～10:35 開会・開会挨拶 

10:35～12:00 

 

講義 

「今日求められるコミュニティソーシャルワークとは何か」コミュニティソ

ーシャルワークの役割と機能について 

講師：法政大学 教授 宮城 孝 氏 

12:00～13:00 休 憩 

13:00～14:00 

 

 

県内におけるソーシャルワーク実践 

報告１  社会福祉法人美里町社会福祉協議会 地域福祉係 

主事 田村 紗希 氏 

報告２  根白石地域包括支援センター 

生活支援コーディネーター 平塚 真史 氏 

講 評  東北福祉大学 総合福祉学部社会福祉学科 

准教授 大石 剛史 氏 

進行：法政大学 現代福祉学部 教授 宮城 孝 氏 

14:00～14:10 休 憩 

14:10～16:30 

 

講義・演習Ⅰ 

「コミュニティソーシャルワークの“機能”と“実践”～Ａfteｒコロナ禍

における展開～」（個別アセスメントについて） 

講師：法政大学 教授 宮城 孝 氏 

ファシリテーター：東北福祉大学 准教授 大石 剛史 氏 

16:30 閉会 

 

【２日目 ９月３日（水）】 

時  間 内  容 

9:30～ 受付 

10:00～10:05 開会・事務連絡 

10:05～12:00 

 

講義・演習Ⅱ 

「コミュニティソーシャルワークの“機能”と“実践”～Ａfterコロナ禍に

おける展開～」（地域アセスメント、プランニングについて） 

講師：法政大学 教授 宮城 孝 氏 

12:00～13:00 休 憩 

13:00～16:15 講義・演習Ⅲ 

「コミュニティソーシャルワークの“機能”と“実践”～Ａfterコロナ禍に

おける展開～」（チームによるプランニング） 

講師：法政大学 教授 宮城 孝 氏 

16:15～16:30 全体のまとめ 

16:30 閉会 

 ※講義の進捗により時間が前後する場合があります。休憩は講師指示の元、適宜取ります。  

  



◆講 師  宮城 孝 氏 

法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

法政大学大学院人間社会研究科 教授 博士（社会福祉学） 

日本地域福祉研究所 理事長 

【専門領域】   

地域福祉論（コミュニティソーシャルワーク、全世代対応型包括的 

支援システムなどの地域福祉方法論） 

【略歴】 

神戸山手女子短期大学に赴任時、神戸に在住しており 1995年 1月 17日の阪神淡路大震災

を経験し、被災地において災害ボランティアセンターの設立・運営に携わった。東日本大震

災では、岩手県で最も被害が甚大だった陸前高田市地域再生の支援と仮設住宅の被災者の暮

らしについてプロジェクトの代表として調査等を行ってきた。 

東海大学健康科学部社会福祉学科専任講師、法政大学現代福祉学部助教授を経て、2005年

から同教授現在に至る。 

 

１０ 留意事項 

 各種感染予防のため、咳エチケットへの配慮・マスクの着用・手指消毒等について、御配

慮願います。 

 

１１ 修了証について 

    ２日間受講した修了者には、修了証を発行いたします。２日目の研修終了後に手渡しする

予定です。 

 

１２ 個人情報の取扱いについて 

（１）本研修申込者に関する個人情報は、本研修関連にのみ使用させていただきます。 

（２）受講者相互の交流や情報交換を目的とし、受講者名簿を作成し、受講者に配布します。

受講者名簿には、お名前、所属機関、職名を掲載します。 

 

１３ 会場アクセス 

   TKP仙台青葉通カンファレンスセンター（宮城県仙台市青葉区一番町２－４－１青葉通 

パークビルディング） 

※ 車を使用する場合は近隣の有料駐車場を御利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１４ 問合わせ先 

 （社福）宮城県社会福祉協議会 地域福祉部 共生社会推進課（担当：砂澤、菱沼） 

 〒９８１－０９１４ 仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７宮城県仙台合同庁舎８階 

電話：０２２－７３９－９８２８   ＦＡＸ：０２２-７３９-９８４２ 


